
３議題（３） 地域公共交通確保維持改善事業（地域内フィーダー系統）に関する事業評価について

資料２

1

■事業評価とは

地域公共交通確保維持改善事業を活用した事業について、次年度ないし将来の事業をより効果的・効率的に実施するために
事業の実施状況等を振り返り評価するもの

■評価事業について

１．地域公共交通確保維持改善事業

【補助対象事業名】
令和７年度 地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助事業

【補助対象事業者】
佐世保市・佐々町地域公共交通活性化協議会

【事業内容】
大野地区の交通不便地区における路線定期運行型の超小型乗合バス（まめバス）による地域内フィーダー運行
対象区間：岩下洞穴・瀬戸越団地線

２．事業評価について
【評価者】 一次評価：地域公共交通活性化協議会が行う

二次評価：地方運輸局による第三者委員会が実施

【提出資料】 別紙「別添１」及び「別添１－２」のとおり

●当該補助事業に係る事業評価の内容については、活性化協議会の分科会である「佐世保市地域公共交通会議」にて審議
を行い、協議会規約第11条に基づき、分科会での議決を活性化協議会議決としてR8.1.26付けで国の関係機関へ評価資料
の提出を行っている。

（※R6.9.3開催のR6年度第２回活性化協議会にて「佐世保市地域公共交通会議」を活性化協議会分科会として承認済。）

●活性化協議会が補助対象事業者となるため、地域公共交通会議での議決内容について報告を行うもの。



２



３



フィーダー補助手続きの流れ

R7第2回活性化協議会
にて報告

４



佐世保市・佐々町地域公共交通活性化協議会

佐世保市地域公共交通会議 佐世保市地域公共交通運賃協議会

佐世保市・佐々町地域公共交通活性化協議会 組織図

（主な協議内容）

・路線定期運行型コミュニティバス等（大野、中通、
日宇）、予約制乗合タクシー（世知原ほか11地区）の
運行に関すること

・地域公共交通確保維持改善事業費補助金に関すること
・その他、地域の実情に即した生活交通に関すること

（主な協議内容）

・道路運送法（昭和２６年法律第１８３号）の規定に
基づき、地域における需要に応じ地域の住民の生活
のための旅客の運送を確保する必要がある路線又は
営業区域に係る運賃等に関すること

５

【参考】 佐世保市・佐々町地域公共交通活性化協議会規約（抜粋）

（分科会）
第１１条 第３条各号に掲げる事項について、専門的な調査及び検討を行うため、必要に応じ協議会に分科会を置くこ

とができる。
２ 協議会は、分科会の議決をもって協議会の議決とすることができる。
３ 分科会の組織、運営その他必要な事項は会長が別に定める。
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